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2) ミツモトソウ Po柁nガlla cryptotaen如e MAXIM. 
1969年8月， 徳島県西祖谷山村の学術調査に参加した際に小祖谷の春の木ダムの近くの
草原で採集し•たが， 1950年， 北海道で得た標本と比較して確かめることができた。 その後，
郷士植物の研究家高藤茂氏も深渕の山中で採集されたと聞いている。
ミツモトソウか四国に産するという報告は未だないようである。
3) クサレダマ Lysimach幻 vulgarむLINN. var. davurica (LEDEB.) R. KNUTH 
クサレダマは前種と同様， わが国はもとより東亜に広く分布しているものであるが， 四
国からは未だ知られていない。 1971年8月に束条久恵氏により徳島県美馬郡脇町の清水で
発見された。 ここは谷間の小地域に生育しているが， これをみて， 数年前 ， 利尻島を訪ね
た際， 草原一 面を黄色ていろどっていた景色が思わす脳裡に浮ひあがった。
4) オオムギスゲ（チュウゴクスゲ） Carex laticeps C. B. CLARKE 
岡山県の特産種として知られていたが， 1968年に高藤茂氏は広島県で採集している。
これら中国地方以外に知られていない稀れなスゲが1971年4 月18日， 徳島県名西郡神山
町阿川字石堂の約600m の山ふところの ， 向陽地で 乾燥する草原に発見されたことは興味
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あることであり， 発見者鳴門市桑島小学校教諭， 木下覚氏の功は高く評価されるべきであ





5) ナガホキヅタ Hedera rhombea (M IQ.) BEAM form. pedunculata (N AKA!) 
HATUSIMA 
1971年8月に徳島県勝浦郡上勝町の生実で変った形をしたキヅタが目についた。 花序は
伸長して15cmもあり， 当初， 奇型かと考えていたが， 気にかかるままに再調査をした。 こ
の場所は田圃の石崖に約3平方メ ー トル位の面積に広がって密生しているが． そのいづれ
の花序も通常のものより長く， 短かいもので10cm, 長いもので17cmに及ぶ。 京都大学の村
田源先生に鑑定を願ったところ， これはナガホキヅタであると御教示下さった。 ナガホキ
ヅタは九州や琉球で知られているもので， 四国でははしめて見出されたことになる。
5) フモトシダ Microlep如 marginata (PANZER) C. CHR. の極端型
1972年8月． 徳島県美馬郡脇町の学術調査に参加した。 その際， 東俣谷でフモトシダの
小群落に接したが． 谷間の涼しさにまぎれ腰を下し， 精査したところ， どれにも包膜に毛
のないー型であった。 これはフモトシダの極端型であろうと考えられるのでここに報告し
た。
- 70 -
